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【
岐
阜
支
局
】
最
新
の
ス
マ

ー
ト
農
業
機
器
な
ど
を
実
際
に

見
て
、
体
験
し
て
、
学
ん
で
、

便
利
さ
を
実
感
で
き
る
岐
阜
県

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

が
２
０
２
０
年
６
月
、
海
津
市

海
津
町
に
開
所
し
た
。

　
敷
地
内
に
あ
る
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
研
修
会
や
実
演
会

を
行
い
、
モ
デ
ル
温
室
で
は
ト

マ
ト
栽
培
で
得
ら
れ
る
デ
ー
タ

を
蓄
積
す
る
。
実
演
圃
場
で
は

自
動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
や
小
型

無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
な
ど
の

実
演
や
操
作
体
験
を
定
期
的
に

行
う
。

　
「
農
業
者
に
よ
っ
て
条
件
が

違
う
た
め
、
ま
ず
は
ス
マ
ー
ト

農
業
の
機
器
を
体
験
・
実
感
し

て
ほ
し
い
」
と
県
農
政
部
農
政

課
の
加
留
祥
行
ス
マ
ー
ト
農
業

推
進
室
長
。
同
推
進
セ
ン
タ
ー

は
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

や
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
、
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
と
い
っ
た
先
端
技
術

を
活
用
し
て
、
少
な
い
人
材
に

愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場

　
「
直
進
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ

ム
」
に
よ
る
田
植
え
や
機
械
除

草
は
、
収
穫
時
な
ど
に
圃
場
に

落
ち
た
も
み
が
翌
年
に
生
育
し

て
し
ま
う
「
漏
生
イ
ネ
」
の
除

草
作
業
を
軽
労
化
す
る
。
機
械

除
草
に
よ
る
稲
株
の
損
傷
が
少

な
く
、
手
取
り
除
草
だ
け
と
比

べ
て
作
業
時
間
を
３
～
４
割
軽

減
す
る
。

　
「
ラ
ジ
コ
ン
除
草
機
」
は
傾

斜
地
な
ど
の
除
草
作
業
を
軽
労

化
。
急
斜
面
に
立
ち
入
ら
ず
、

安
全
で
効
率
的
な
除
草
が
可
能

だ
。
い
ず
れ
も
ま
だ
検
証
段
階

で
軽
労
化
は
見
込
め
る
が
、
適

応
条
件
や
コ
ス
ト
面
で
課
題
は

多
い
。

　
最
も
普
及
が
期
待
さ
れ
る
の

は
「
小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー

ン
）
」
で
の
防
除
。
自
動
飛
行

で
薬
剤
散
布
時
間
は
１０
㌃
約
５０

秒
で
、
防
除
作
業
を
大
幅
に
短

縮
・
軽
労
化
で
き
る
。
一
人
で

持
ち
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、
各
防

除
適
期
に
手
軽
に
使
用
で
き
る

点
も
魅
力
だ
。

　
中
山
主
幹
研
究
員
は
「
い
ろ

い
ろ
試
し
て
い
る
が
、
す
ぐ
に

普
及
で
き
る
技
術
は
少
な
い
。

ド
ロ
ー
ン
の
よ
う
に
多
く
の
農

業
者
が
手
軽
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
井
）

　
【
愛
知
支
局
】
「
高
温
障
害

に
強
い
米
が
欲
し
い
」
―
―
そ

の
よ
う
な
農
家
の
声
を
実
現
す

る
一
つ
の
近
道
が
遺
伝
子
解
析

研
究
だ
。
愛
知
県
農
業
総
合
試

験
場
で
は
、
農
業
先
端
技
術
と

し
て
、
２
０
１
９
年
度
に
国
の

事
業
を
活
用
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー

ケ
ン
サ
ー
な
ど
を
設
置
し
た
遺

伝
子
解
析
施
設
を
整
備
。
育
種

や
病
害
虫
診
断
法
開
発
な
ど
横

断
的
な
研
究
を
実
施
し
て
い

る
。

　
従
来
の
農
作
物
の
品
種
改
良

で
は
、
目
的
と
す
る
形
質
を
持

つ
個
体
の
選
抜
に
長
い
年
月
を

要
し
て
い
た
。
遺
伝
子
解
析
技

術
を
利
用
す
る
と
、
遺
伝
子
配

列
の
特
性
を
示
す
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ

ー
カ
ー
」
の
分
析
で
、
交
配
品

種
が
目
的
と
す
る
形
質
を
持
つ

か
ど
う
か
を
早
い
段
階
で
判
定

で
き
、
効
率
的
な
品
種
改
良
が

可
能
と
な
る
。

　
こ
こ
で
い
う
遺
伝
子
解
析

は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
を
行
う

も
の
で
は
な
く
、
特
性
を
把
握

す
る
た
め
の
手
段
。
品
種
開
発

で
は
実
際
の
圃
場
評
価
は
欠
か

せ
な
い
。
環
境
基
盤
研
究
部
の

水み
ず

上か
み

優ゆ
う

子こ

生
物
工
学
研
究
室
長

は
「
遺
伝
子
解
析
だ
け
で
は
、

品
種
改
良
は
で
き
な
い
。
育
種

な
ど
幅
広
い
分
野
の
担
当
が
横

断
的
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
研

究
が
実
を
結
ぶ
。
農
業
総
合
試

験
場
は
総
合
的
な
対
応
が
で
き

る
の
が
強
み
」
と
話
す
。

　
作
物
研
究
室
と
連
携
し
産
地

や
実
需
者
の
協
力
も
得
て
作
出

し
た
の
が
、
県
初
の
ブ
ラ
ン
ド

米
「
愛
ひ
と
つ
ぶ
（
品
種
名

『
な
つ
き
ら
り
』
）
」
。
通
常

よ
り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
高

温
耐
性
と
良
食
味
を
兼
ね
備
え

た
新
品
種
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
。

　
生
物
工
学
研
究
室
の
鈴す

ず

木き

良り
ょ
う

地じ

主
任
研
究
員
は
「
研
究
の
初

期
段
階
で
は
、
膨
大
な
サ
ン
プ

ル
の
解
析
と
誤
っ
た
結
果
を
残

さ
な
い
よ
う
な
注
意
が
必
要
で

あ
り
、
気
を
抜
け
な
い
が
、
改

良
に
成
功
し
、
商
品
が
店
舗
に

並
び
、
農
家
さ
ん
か
ら
の
良
い

評
価
を
耳
に
す
る
と
報
わ
れ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
大
竹
、
久
野
）

効率的な品種改良が可能

ドローン １０㌃５０秒で薬剤散布

三
重
県
農
業
研
究
所

中
山
間
の
水
稲
種
子
生
産
を
効
率
化

遺
伝
子
解
析
施
設
を
整
備

岡
県
畜
産
技
術
研
究
所
の
小お

熊ぐ
ま

亜あ

津つ

子こ

上
席
研
究
員
。
床
に
敷

い
た
シ
ー
ト
状
の
体
圧
セ
ン
サ

ー
で
、
乳
牛
の
陣
痛
時
に
お
け

る
呼
吸
の
変
化
を
検
知
す
る
シ

精度は９５％超 監視が３０分に短縮
ス
テ
ム
を
研
究
開
発
し
て
い

る
。

　
分ぶ

ん

娩べ
ん

の
兆
候
を
検
知
す
る

と
、
メ
ー
ル
で
通
知
し
、
受
信

者
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
で
状

況
の
確
認
が
可
能
だ
。

　
現
在
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は
、
牛
の
行
動
量
や

体
温
の
変
化
を
観
察
し
、
平
時

と
の
違
い
か
ら
分
娩
を
検
知
す

る
方
法
。
よ
り
精
度
が
高
く
、

牛
に
負
担
を
か
け
な
い
方
法
を

確
立
す
る
た
め
、
２
０
１
５
年

か
ら
企
業
な
ど
と
共
同
で
研
究

開
発
を
行
っ
て
お
り
、
１７
年
に

は
特
許
を
出
願
し
て
い
る
。

　
２０
年
度
で
研
究
開
発
は
終
了

予
定
で
、
現
在
は
９５
％
以
上
の

確
率
で
検
知
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
今
後
は
、
共
同

研
究
を
行
っ
た
企
業
を
中
心

に
、
製
品
化
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
小
熊
上
席
研
究
員
に
よ
る
と

「
分
娩
時
に
は
、
１
頭
当
た
り

の
監
視
が
平
均
３
時
間
か
か
っ

て
い
る
。
こ
の
研
究
で
3０
分
に

短
縮
で
き
る
」
と
い
う
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
普
及
で
、
夜
間
に

お
け
る
過
重
労
働
の
解
消
や
分

娩
事
故
の
減
少
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
）

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
で
分
娩
の
兆
候
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
を

検
証
。
床
に
設
置
し
た
シ
ー
ト
状
の
体
圧
セ
ン
サ
ー
で
、

呼
吸
の
変
化
を
検
知
す
る

シ
ー
ト
で
乳
牛
の
分
娩
兆
候
を
感
知

静
岡
県
畜
産
技
術
研
究
所

　
【
三
重
支
局
】
県
で
は
中
山

間
地
を
中
心
に
、
水
稲
種
子
を

生
産
。
毎
年
安
定
し
た
収
量
と

品
質
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
手

間
の
か
か
る
厳
格
な
栽
培
管
理

が
求
め
ら
れ
る
。
生
産
現
場
で

は
労
力
負
担
や
後
継
者
不
足
の

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
技
術
革

新
が
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
三
重
県
農
業
研
究

所
の
伊
賀
農
業
研
究
室
で
は
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
全
国
で
展

開
し
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
農
業

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
生

産
効
率
の
改
善
に
向
け
た
現
地

試
験
に
取
り
組
む
。

　
小
区
画
圃
場
が
点
在
す
る
中

山
間
地
は
、
水
管
理
や
リ
ス
ク

分
散
の
し
や
す
さ
か
ら
種
子
生

産
に
適
す
。
し
か
し
、
精
密
な

管
理
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら

生
産
効
率
は
悪
い
と
い
う
。
担

当
す
る
同
研
究
室
の
中
山
幸
則

主
幹
研
究
員
兼
伊
賀
農
業
研
究

課
長
は
、
「
以
前
か
ら
、
手
作

業
の
除
草
な
ど
を
も
っ
と
楽
に

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
」

と
話
す
。

岐
阜
県
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

生産性向上・規模拡大実現へ

先
端
機
器
の
体
験
、貸
し
出
し
も

　
【
静
岡
支
局
】
「
こ
の
研
究

の
成
果
が
酪
農
家
の
労
働
時
間

短
縮
を
実
現
し
、
後
継
者
不
足

解
消
の
一
助
と
な
れ
ば
」
と
話

す
の
は
、
富
士
宮
市
に
あ
る
静

よ
る
経
営
の
規
模
拡
大
、
経
験

年
数
や
技
術
に
か
か
わ
ら
ず
誰

も
が
取
り
組
み
や
す
い
農
業
、

単
収
の
向
上
、
高
品
質
生
産
、

付
加
価
値
向
上
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
県
が
設
立
し

た
。

　
モ
デ
ル
温
室
で
栽
培
さ
れ
る

冬
春
ト
マ
ト
の
生
育
デ
ー
タ
や

環
境
デ
ー
タ
は
、
研
修
会
で
活

用
す
る
ほ
か
、
地
域
に
合
っ
た

最
適
な
栽
培
体
系
の
実
証
に
役

立
て
る
分
析
に
も
使
う
。

　
ま
た
、
同
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
２０
年
９
月
か
ら
県
内
の
農
業

者
や
市
町
村
を
対
象
と
し
た
リ

モ
コ
ン
操
作
な
ど
で
作
業
す
る

草
刈
機
、
重
量
物
の
持
ち
上
げ

や
中
腰
作
業
を
補
助
す
る
ア
シ

ス
ト
ス
ー
ツ
の
貸
し
出
し
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
「
経
営
に
ど
う
い
っ
た
技
術

が
活
用
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
」
「
導
入
時
の
効
果
が
知
り

た
い
」
な
ど
農
業
者
か
ら
の
質

問
に
応
え
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
を
図
る
。　
　
（
松
岡
）

開発・現場実装へ
　農業では生産性の向上や作業の効率化
などが大きな課題であり、いつの時代も
それらを改善するために研究が進められ

てきた。新年号では東海４県が進める最
新の研究や成果、現場への普及に対する
取り組みを紹介する。

最新の農業機器が展示されているセンター内部。
展示機器は不定期で入れ替え

ＤＮＡシーケンサーでの解析結果を分析する左か
ら水上室長、鈴木主任研究員

最新技術

ドローンによる病害虫防除作業。普及に
期待がかかる
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【
岐
阜
支
局
】
最
新
の
ス
マ

ー
ト
農
業
機
器
な
ど
を
実
際
に

見
て
、
体
験
し
て
、
学
ん
で
、

便
利
さ
を
実
感
で
き
る
岐
阜
県

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

が
２
０
２
０
年
６
月
、
海
津
市

海
津
町
に
開
所
し
た
。

　
敷
地
内
に
あ
る
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
研
修
会
や
実
演
会

を
行
い
、
モ
デ
ル
温
室
で
は
ト

マ
ト
栽
培
で
得
ら
れ
る
デ
ー
タ

を
蓄
積
す
る
。
実
演
圃
場
で
は

自
動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
や
小
型

無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
な
ど
の

実
演
や
操
作
体
験
を
定
期
的
に

行
う
。

　
「
農
業
者
に
よ
っ
て
条
件
が

違
う
た
め
、
ま
ず
は
ス
マ
ー
ト

農
業
の
機
器
を
体
験
・
実
感
し

て
ほ
し
い
」
と
県
農
政
部
農
政

課
の
加
留
祥
行
ス
マ
ー
ト
農
業

推
進
室
長
。
同
推
進
セ
ン
タ
ー

は
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

や
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
、
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
と
い
っ
た
先
端
技
術

を
活
用
し
て
、
少
な
い
人
材
に

愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場

　
「
直
進
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ

ム
」
に
よ
る
田
植
え
や
機
械
除

草
は
、
収
穫
時
な
ど
に
圃
場
に

落
ち
た
も
み
が
翌
年
に
生
育
し

て
し
ま
う
「
漏
生
イ
ネ
」
の
除

草
作
業
を
軽
労
化
す
る
。
機
械

除
草
に
よ
る
稲
株
の
損
傷
が
少

な
く
、
手
取
り
除
草
だ
け
と
比

べ
て
作
業
時
間
を
３
～
４
割
軽

減
す
る
。

　
「
ラ
ジ
コ
ン
除
草
機
」
は
傾

斜
地
な
ど
の
除
草
作
業
を
軽
労

化
。
急
斜
面
に
立
ち
入
ら
ず
、

安
全
で
効
率
的
な
除
草
が
可
能

だ
。
い
ず
れ
も
ま
だ
検
証
段
階

で
軽
労
化
は
見
込
め
る
が
、
適

応
条
件
や
コ
ス
ト
面
で
課
題
は

多
い
。

　
最
も
普
及
が
期
待
さ
れ
る
の

は
「
小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー

ン
）
」
で
の
防
除
。
自
動
飛
行

で
薬
剤
散
布
時
間
は
１０
㌃
約
５０

秒
で
、
防
除
作
業
を
大
幅
に
短

縮
・
軽
労
化
で
き
る
。
一
人
で

持
ち
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、
各
防

除
適
期
に
手
軽
に
使
用
で
き
る

点
も
魅
力
だ
。

　
中
山
主
幹
研
究
員
は
「
い
ろ

い
ろ
試
し
て
い
る
が
、
す
ぐ
に

普
及
で
き
る
技
術
は
少
な
い
。

ド
ロ
ー
ン
の
よ
う
に
多
く
の
農

業
者
が
手
軽
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
井
）

　
【
愛
知
支
局
】
「
高
温
障
害

に
強
い
米
が
欲
し
い
」
―
―
そ

の
よ
う
な
農
家
の
声
を
実
現
す

る
一
つ
の
近
道
が
遺
伝
子
解
析

研
究
だ
。
愛
知
県
農
業
総
合
試

験
場
で
は
、
農
業
先
端
技
術
と

し
て
、
２
０
１
９
年
度
に
国
の

事
業
を
活
用
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー

ケ
ン
サ
ー
な
ど
を
設
置
し
た
遺

伝
子
解
析
施
設
を
整
備
。
育
種

や
病
害
虫
診
断
法
開
発
な
ど
横

断
的
な
研
究
を
実
施
し
て
い

る
。

　
従
来
の
農
作
物
の
品
種
改
良

で
は
、
目
的
と
す
る
形
質
を
持

つ
個
体
の
選
抜
に
長
い
年
月
を

要
し
て
い
た
。
遺
伝
子
解
析
技

術
を
利
用
す
る
と
、
遺
伝
子
配

列
の
特
性
を
示
す
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ

ー
カ
ー
」
の
分
析
で
、
交
配
品

種
が
目
的
と
す
る
形
質
を
持
つ

か
ど
う
か
を
早
い
段
階
で
判
定

で
き
、
効
率
的
な
品
種
改
良
が

可
能
と
な
る
。

　
こ
こ
で
い
う
遺
伝
子
解
析

は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
を
行
う

も
の
で
は
な
く
、
特
性
を
把
握

す
る
た
め
の
手
段
。
品
種
開
発

で
は
実
際
の
圃
場
評
価
は
欠
か

せ
な
い
。
環
境
基
盤
研
究
部
の

水み
ず

上か
み

優ゆ
う

子こ

生
物
工
学
研
究
室
長

は
「
遺
伝
子
解
析
だ
け
で
は
、

品
種
改
良
は
で
き
な
い
。
育
種

な
ど
幅
広
い
分
野
の
担
当
が
横

断
的
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
研

究
が
実
を
結
ぶ
。
農
業
総
合
試

験
場
は
総
合
的
な
対
応
が
で
き

る
の
が
強
み
」
と
話
す
。

　
作
物
研
究
室
と
連
携
し
産
地

や
実
需
者
の
協
力
も
得
て
作
出

し
た
の
が
、
県
初
の
ブ
ラ
ン
ド

米
「
愛
ひ
と
つ
ぶ
（
品
種
名

『
な
つ
き
ら
り
』
）
」
。
通
常

よ
り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
高

温
耐
性
と
良
食
味
を
兼
ね
備
え

た
新
品
種
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
。

　
生
物
工
学
研
究
室
の
鈴す

ず

木き

良り
ょ
う

地じ

主
任
研
究
員
は
「
研
究
の
初

期
段
階
で
は
、
膨
大
な
サ
ン
プ

ル
の
解
析
と
誤
っ
た
結
果
を
残

さ
な
い
よ
う
な
注
意
が
必
要
で

あ
り
、
気
を
抜
け
な
い
が
、
改

良
に
成
功
し
、
商
品
が
店
舗
に

並
び
、
農
家
さ
ん
か
ら
の
良
い

評
価
を
耳
に
す
る
と
報
わ
れ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
大
竹
、
久
野
）

効率的な品種改良が可能

ドローン １０㌃５０秒で薬剤散布

三
重
県
農
業
研
究
所

中
山
間
の
水
稲
種
子
生
産
を
効
率
化

遺
伝
子
解
析
施
設
を
整
備

岡
県
畜
産
技
術
研
究
所
の
小お

熊ぐ
ま

亜あ

津つ

子こ

上
席
研
究
員
。
床
に
敷

い
た
シ
ー
ト
状
の
体
圧
セ
ン
サ

ー
で
、
乳
牛
の
陣
痛
時
に
お
け

る
呼
吸
の
変
化
を
検
知
す
る
シ

精度は９５％超 監視が３０分に短縮
ス
テ
ム
を
研
究
開
発
し
て
い

る
。

　
分ぶ

ん

娩べ
ん

の
兆
候
を
検
知
す
る

と
、
メ
ー
ル
で
通
知
し
、
受
信

者
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
で
状

況
の
確
認
が
可
能
だ
。

　
現
在
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は
、
牛
の
行
動
量
や

体
温
の
変
化
を
観
察
し
、
平
時

と
の
違
い
か
ら
分
娩
を
検
知
す

る
方
法
。
よ
り
精
度
が
高
く
、

牛
に
負
担
を
か
け
な
い
方
法
を

確
立
す
る
た
め
、
２
０
１
５
年

か
ら
企
業
な
ど
と
共
同
で
研
究

開
発
を
行
っ
て
お
り
、
１７
年
に

は
特
許
を
出
願
し
て
い
る
。

　
２０
年
度
で
研
究
開
発
は
終
了

予
定
で
、
現
在
は
９５
％
以
上
の

確
率
で
検
知
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
今
後
は
、
共
同

研
究
を
行
っ
た
企
業
を
中
心

に
、
製
品
化
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
小
熊
上
席
研
究
員
に
よ
る
と

「
分
娩
時
に
は
、
１
頭
当
た
り

の
監
視
が
平
均
３
時
間
か
か
っ

て
い
る
。
こ
の
研
究
で
3０
分
に

短
縮
で
き
る
」
と
い
う
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
普
及
で
、
夜
間
に

お
け
る
過
重
労
働
の
解
消
や
分

娩
事
故
の
減
少
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
）

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
で
分
娩
の
兆
候
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
を

検
証
。
床
に
設
置
し
た
シ
ー
ト
状
の
体
圧
セ
ン
サ
ー
で
、

呼
吸
の
変
化
を
検
知
す
る

シ
ー
ト
で
乳
牛
の
分
娩
兆
候
を
感
知

静
岡
県
畜
産
技
術
研
究
所

　
【
三
重
支
局
】
県
で
は
中
山

間
地
を
中
心
に
、
水
稲
種
子
を

生
産
。
毎
年
安
定
し
た
収
量
と

品
質
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
手

間
の
か
か
る
厳
格
な
栽
培
管
理

が
求
め
ら
れ
る
。
生
産
現
場
で

は
労
力
負
担
や
後
継
者
不
足
の

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
技
術
革

新
が
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
三
重
県
農
業
研
究

所
の
伊
賀
農
業
研
究
室
で
は
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
全
国
で
展

開
し
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
農
業

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
生

産
効
率
の
改
善
に
向
け
た
現
地

試
験
に
取
り
組
む
。

　
小
区
画
圃
場
が
点
在
す
る
中

山
間
地
は
、
水
管
理
や
リ
ス
ク

分
散
の
し
や
す
さ
か
ら
種
子
生

産
に
適
す
。
し
か
し
、
精
密
な

管
理
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら

生
産
効
率
は
悪
い
と
い
う
。
担

当
す
る
同
研
究
室
の
中
山
幸
則

主
幹
研
究
員
兼
伊
賀
農
業
研
究

課
長
は
、
「
以
前
か
ら
、
手
作

業
の
除
草
な
ど
を
も
っ
と
楽
に

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
」

と
話
す
。

岐
阜
県
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

生産性向上・規模拡大実現へ

先
端
機
器
の
体
験
、貸
し
出
し
も

　
【
静
岡
支
局
】
「
こ
の
研
究

の
成
果
が
酪
農
家
の
労
働
時
間

短
縮
を
実
現
し
、
後
継
者
不
足

解
消
の
一
助
と
な
れ
ば
」
と
話

す
の
は
、
富
士
宮
市
に
あ
る
静

よ
る
経
営
の
規
模
拡
大
、
経
験

年
数
や
技
術
に
か
か
わ
ら
ず
誰

も
が
取
り
組
み
や
す
い
農
業
、

単
収
の
向
上
、
高
品
質
生
産
、

付
加
価
値
向
上
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
県
が
設
立
し

た
。

　
モ
デ
ル
温
室
で
栽
培
さ
れ
る

冬
春
ト
マ
ト
の
生
育
デ
ー
タ
や

環
境
デ
ー
タ
は
、
研
修
会
で
活

用
す
る
ほ
か
、
地
域
に
合
っ
た

最
適
な
栽
培
体
系
の
実
証
に
役

立
て
る
分
析
に
も
使
う
。

　
ま
た
、
同
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
２０
年
９
月
か
ら
県
内
の
農
業

者
や
市
町
村
を
対
象
と
し
た
リ

モ
コ
ン
操
作
な
ど
で
作
業
す
る

草
刈
機
、
重
量
物
の
持
ち
上
げ

や
中
腰
作
業
を
補
助
す
る
ア
シ

ス
ト
ス
ー
ツ
の
貸
し
出
し
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
「
経
営
に
ど
う
い
っ
た
技
術

が
活
用
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
」
「
導
入
時
の
効
果
が
知
り

た
い
」
な
ど
農
業
者
か
ら
の
質

問
に
応
え
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
を
図
る
。　
　
（
松
岡
）

開発・現場実装へ
　農業では生産性の向上や作業の効率化
などが大きな課題であり、いつの時代も
それらを改善するために研究が進められ

てきた。新年号では東海４県が進める最
新の研究や成果、現場への普及に対する
取り組みを紹介する。

最新の農業機器が展示されているセンター内部。
展示機器は不定期で入れ替え

ＤＮＡシーケンサーでの解析結果を分析する左か
ら水上室長、鈴木主任研究員

最新技術

ドローンによる病害虫防除作業。普及に
期待がかかる

（第3種郵便物認可） ２０２１年（令和３年）１月１日 ２０２１年１月１週号 １６総 合東 海

　
【
岐
阜
支
局
】
最
新
の
ス
マ

ー
ト
農
業
機
器
な
ど
を
実
際
に

見
て
、
体
験
し
て
、
学
ん
で
、

便
利
さ
を
実
感
で
き
る
岐
阜
県

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

が
２
０
２
０
年
６
月
、
海
津
市

海
津
町
に
開
所
し
た
。

　
敷
地
内
に
あ
る
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
研
修
会
や
実
演
会

を
行
い
、
モ
デ
ル
温
室
で
は
ト

マ
ト
栽
培
で
得
ら
れ
る
デ
ー
タ

を
蓄
積
す
る
。
実
演
圃
場
で
は

自
動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
や
小
型

無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
な
ど
の

実
演
や
操
作
体
験
を
定
期
的
に

行
う
。

　
「
農
業
者
に
よ
っ
て
条
件
が

違
う
た
め
、
ま
ず
は
ス
マ
ー
ト

農
業
の
機
器
を
体
験
・
実
感
し

て
ほ
し
い
」
と
県
農
政
部
農
政

課
の
加
留
祥
行
ス
マ
ー
ト
農
業

推
進
室
長
。
同
推
進
セ
ン
タ
ー

は
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

や
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
、
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
と
い
っ
た
先
端
技
術

を
活
用
し
て
、
少
な
い
人
材
に

愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場

　
「
直
進
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ

ム
」
に
よ
る
田
植
え
や
機
械
除

草
は
、
収
穫
時
な
ど
に
圃
場
に

落
ち
た
も
み
が
翌
年
に
生
育
し

て
し
ま
う
「
漏
生
イ
ネ
」
の
除

草
作
業
を
軽
労
化
す
る
。
機
械

除
草
に
よ
る
稲
株
の
損
傷
が
少

な
く
、
手
取
り
除
草
だ
け
と
比

べ
て
作
業
時
間
を
３
～
４
割
軽

減
す
る
。

　
「
ラ
ジ
コ
ン
除
草
機
」
は
傾

斜
地
な
ど
の
除
草
作
業
を
軽
労

化
。
急
斜
面
に
立
ち
入
ら
ず
、

安
全
で
効
率
的
な
除
草
が
可
能

だ
。
い
ず
れ
も
ま
だ
検
証
段
階

で
軽
労
化
は
見
込
め
る
が
、
適

応
条
件
や
コ
ス
ト
面
で
課
題
は

多
い
。

　
最
も
普
及
が
期
待
さ
れ
る
の

は
「
小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー

ン
）
」
で
の
防
除
。
自
動
飛
行

で
薬
剤
散
布
時
間
は
１０
㌃
約
５０

秒
で
、
防
除
作
業
を
大
幅
に
短

縮
・
軽
労
化
で
き
る
。
一
人
で

持
ち
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、
各
防

除
適
期
に
手
軽
に
使
用
で
き
る

点
も
魅
力
だ
。

　
中
山
主
幹
研
究
員
は
「
い
ろ

い
ろ
試
し
て
い
る
が
、
す
ぐ
に

普
及
で
き
る
技
術
は
少
な
い
。

ド
ロ
ー
ン
の
よ
う
に
多
く
の
農

業
者
が
手
軽
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
井
）

　
【
愛
知
支
局
】
「
高
温
障
害

に
強
い
米
が
欲
し
い
」
―
―
そ

の
よ
う
な
農
家
の
声
を
実
現
す

る
一
つ
の
近
道
が
遺
伝
子
解
析

研
究
だ
。
愛
知
県
農
業
総
合
試

験
場
で
は
、
農
業
先
端
技
術
と

し
て
、
２
０
１
９
年
度
に
国
の

事
業
を
活
用
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー

ケ
ン
サ
ー
な
ど
を
設
置
し
た
遺

伝
子
解
析
施
設
を
整
備
。
育
種

や
病
害
虫
診
断
法
開
発
な
ど
横

断
的
な
研
究
を
実
施
し
て
い

る
。

　
従
来
の
農
作
物
の
品
種
改
良

で
は
、
目
的
と
す
る
形
質
を
持

つ
個
体
の
選
抜
に
長
い
年
月
を

要
し
て
い
た
。
遺
伝
子
解
析
技

術
を
利
用
す
る
と
、
遺
伝
子
配

列
の
特
性
を
示
す
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ

ー
カ
ー
」
の
分
析
で
、
交
配
品

種
が
目
的
と
す
る
形
質
を
持
つ

か
ど
う
か
を
早
い
段
階
で
判
定

で
き
、
効
率
的
な
品
種
改
良
が

可
能
と
な
る
。

　
こ
こ
で
い
う
遺
伝
子
解
析

は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
を
行
う

も
の
で
は
な
く
、
特
性
を
把
握

す
る
た
め
の
手
段
。
品
種
開
発

で
は
実
際
の
圃
場
評
価
は
欠
か

せ
な
い
。
環
境
基
盤
研
究
部
の

水み
ず

上か
み

優ゆ
う

子こ

生
物
工
学
研
究
室
長

は
「
遺
伝
子
解
析
だ
け
で
は
、

品
種
改
良
は
で
き
な
い
。
育
種

な
ど
幅
広
い
分
野
の
担
当
が
横

断
的
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
研

究
が
実
を
結
ぶ
。
農
業
総
合
試

験
場
は
総
合
的
な
対
応
が
で
き

る
の
が
強
み
」
と
話
す
。

　
作
物
研
究
室
と
連
携
し
産
地

や
実
需
者
の
協
力
も
得
て
作
出

し
た
の
が
、
県
初
の
ブ
ラ
ン
ド

米
「
愛
ひ
と
つ
ぶ
（
品
種
名

『
な
つ
き
ら
り
』
）
」
。
通
常

よ
り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
高

温
耐
性
と
良
食
味
を
兼
ね
備
え

た
新
品
種
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
。

　
生
物
工
学
研
究
室
の
鈴す

ず

木き

良り
ょ
う

地じ

主
任
研
究
員
は
「
研
究
の
初

期
段
階
で
は
、
膨
大
な
サ
ン
プ

ル
の
解
析
と
誤
っ
た
結
果
を
残

さ
な
い
よ
う
な
注
意
が
必
要
で

あ
り
、
気
を
抜
け
な
い
が
、
改

良
に
成
功
し
、
商
品
が
店
舗
に

並
び
、
農
家
さ
ん
か
ら
の
良
い

評
価
を
耳
に
す
る
と
報
わ
れ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
大
竹
、
久
野
）

効率的な品種改良が可能

ドローン １０㌃５０秒で薬剤散布

三
重
県
農
業
研
究
所

中
山
間
の
水
稲
種
子
生
産
を
効
率
化

遺
伝
子
解
析
施
設
を
整
備

岡
県
畜
産
技
術
研
究
所
の
小お

熊ぐ
ま

亜あ

津つ

子こ

上
席
研
究
員
。
床
に
敷

い
た
シ
ー
ト
状
の
体
圧
セ
ン
サ

ー
で
、
乳
牛
の
陣
痛
時
に
お
け

る
呼
吸
の
変
化
を
検
知
す
る
シ

精度は９５％超 監視が３０分に短縮
ス
テ
ム
を
研
究
開
発
し
て
い

る
。

　
分ぶ

ん

娩べ
ん

の
兆
候
を
検
知
す
る

と
、
メ
ー
ル
で
通
知
し
、
受
信

者
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
で
状

況
の
確
認
が
可
能
だ
。

　
現
在
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は
、
牛
の
行
動
量
や

体
温
の
変
化
を
観
察
し
、
平
時

と
の
違
い
か
ら
分
娩
を
検
知
す

る
方
法
。
よ
り
精
度
が
高
く
、

牛
に
負
担
を
か
け
な
い
方
法
を

確
立
す
る
た
め
、
２
０
１
５
年

か
ら
企
業
な
ど
と
共
同
で
研
究

開
発
を
行
っ
て
お
り
、
１７
年
に

は
特
許
を
出
願
し
て
い
る
。

　
２０
年
度
で
研
究
開
発
は
終
了

予
定
で
、
現
在
は
９５
％
以
上
の

確
率
で
検
知
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
今
後
は
、
共
同

研
究
を
行
っ
た
企
業
を
中
心

に
、
製
品
化
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
小
熊
上
席
研
究
員
に
よ
る
と

「
分
娩
時
に
は
、
１
頭
当
た
り

の
監
視
が
平
均
３
時
間
か
か
っ

て
い
る
。
こ
の
研
究
で
3０
分
に

短
縮
で
き
る
」
と
い
う
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
普
及
で
、
夜
間
に

お
け
る
過
重
労
働
の
解
消
や
分

娩
事
故
の
減
少
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
）

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
で
分
娩
の
兆
候
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
を

検
証
。
床
に
設
置
し
た
シ
ー
ト
状
の
体
圧
セ
ン
サ
ー
で
、

呼
吸
の
変
化
を
検
知
す
る

シ
ー
ト
で
乳
牛
の
分
娩
兆
候
を
感
知

静
岡
県
畜
産
技
術
研
究
所

　
【
三
重
支
局
】
県
で
は
中
山

間
地
を
中
心
に
、
水
稲
種
子
を

生
産
。
毎
年
安
定
し
た
収
量
と

品
質
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
手

間
の
か
か
る
厳
格
な
栽
培
管
理

が
求
め
ら
れ
る
。
生
産
現
場
で

は
労
力
負
担
や
後
継
者
不
足
の

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
技
術
革

新
が
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
三
重
県
農
業
研
究

所
の
伊
賀
農
業
研
究
室
で
は
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
全
国
で
展

開
し
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
農
業

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
生

産
効
率
の
改
善
に
向
け
た
現
地

試
験
に
取
り
組
む
。

　
小
区
画
圃
場
が
点
在
す
る
中

山
間
地
は
、
水
管
理
や
リ
ス
ク

分
散
の
し
や
す
さ
か
ら
種
子
生

産
に
適
す
。
し
か
し
、
精
密
な

管
理
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら

生
産
効
率
は
悪
い
と
い
う
。
担

当
す
る
同
研
究
室
の
中
山
幸
則

主
幹
研
究
員
兼
伊
賀
農
業
研
究

課
長
は
、
「
以
前
か
ら
、
手
作

業
の
除
草
な
ど
を
も
っ
と
楽
に

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
」

と
話
す
。

岐
阜
県
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

生産性向上・規模拡大実現へ

先
端
機
器
の
体
験
、貸
し
出
し
も

　
【
静
岡
支
局
】
「
こ
の
研
究

の
成
果
が
酪
農
家
の
労
働
時
間

短
縮
を
実
現
し
、
後
継
者
不
足

解
消
の
一
助
と
な
れ
ば
」
と
話

す
の
は
、
富
士
宮
市
に
あ
る
静

よ
る
経
営
の
規
模
拡
大
、
経
験

年
数
や
技
術
に
か
か
わ
ら
ず
誰

も
が
取
り
組
み
や
す
い
農
業
、

単
収
の
向
上
、
高
品
質
生
産
、

付
加
価
値
向
上
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
県
が
設
立
し

た
。

　
モ
デ
ル
温
室
で
栽
培
さ
れ
る

冬
春
ト
マ
ト
の
生
育
デ
ー
タ
や

環
境
デ
ー
タ
は
、
研
修
会
で
活

用
す
る
ほ
か
、
地
域
に
合
っ
た

最
適
な
栽
培
体
系
の
実
証
に
役

立
て
る
分
析
に
も
使
う
。

　
ま
た
、
同
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
２０
年
９
月
か
ら
県
内
の
農
業

者
や
市
町
村
を
対
象
と
し
た
リ

モ
コ
ン
操
作
な
ど
で
作
業
す
る

草
刈
機
、
重
量
物
の
持
ち
上
げ

や
中
腰
作
業
を
補
助
す
る
ア
シ

ス
ト
ス
ー
ツ
の
貸
し
出
し
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
「
経
営
に
ど
う
い
っ
た
技
術

が
活
用
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
」
「
導
入
時
の
効
果
が
知
り

た
い
」
な
ど
農
業
者
か
ら
の
質

問
に
応
え
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
を
図
る
。　
　
（
松
岡
）

開発・現場実装へ
　農業では生産性の向上や作業の効率化
などが大きな課題であり、いつの時代も
それらを改善するために研究が進められ

てきた。新年号では東海４県が進める最
新の研究や成果、現場への普及に対する
取り組みを紹介する。

最新の農業機器が展示されているセンター内部。
展示機器は不定期で入れ替え

ＤＮＡシーケンサーでの解析結果を分析する左か
ら水上室長、鈴木主任研究員

最新技術

ドローンによる病害虫防除作業。普及に
期待がかかる


